
- 1 - 

外国語活動 

 

実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けさせる小学校外国語科指導の工夫 
― 伝えたいことを英語表現に結び付けるワークシートを用いたSmall Talkを通して ― 

 

三次市立吉舎小学校 尾田 佳奈 

 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

小学校学習指導要領（平成29年告示，以下「学習

指導要領」とする。）の外国語の目標では，「知識

及び技能」に関して，聞くこと，読むこと，話すこ

と，書くことによる実際のコミュニケーションにお

いて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにす

ると示されている。 

所属校第６学年に行った外国語活動についてのア

ンケートでは，「もっと英語を学んでみたい」とい

う設問に対し，93％の児童が当てはまると回答して

いる。一方で，「外国語活動の授業で話される英語

を聞いて，だいたいの内容が分かる」という設問に

対して，46％の児童が否定的な回答をしている。ま

た，「これまでに学んだ英語を使って自分の考えや

気持ちなどを話すことができる」「外国語活動の授

業では，自分が伝えたいと思うことを伝えている」

という設問に対しても60％の児童が否定的な回答を

している。その理由として，「英語表現を覚えるこ

とができない」「発音が分からない」「英語でどう

表現したらよいのか分からない」「自信がない」な

どの記述がある。アンケートの結果より，児童は，

英語を学んでみたいという意欲はあるが，英語を聞

いて内容を理解したり，英語で話したりすることが

できないと感じていることが分かる。所属校では，

昨年度から既習表現を活用してやり取りを行う

Small Talkを行ってきた。しかし，児童が感じてい

るように，英語で話すことに自信がもてず，学んだ

表現をそのまま繰り返しているだけで自分の考えや

気持ちなどを伝えることができていないという課題

がある。これは，Small Talkを行う際に，自分が伝

えたいと思うことを考え，伝えさせるのではなく，

単元で学んだ表現の中から伝えたいことを選んで英

語で伝えさせていたことが原因と考える。 

そこで，本研究では，児童に伝えたいことをもた

せ，伝えたいことを英語表現に結び付けさせるため

のワークシートを作成する。そのワークシートを用

いてSmall Talkを繰り返し行うことで，実際のコミ

ュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を

身に付けさせることができると考え，本研究主題を

設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 実際のコミュニケーションにおいて活用できる

基礎的な技能を身に付けることについて 

(1) 実際のコミュニケーションにおいて活用できる

基礎的な技能を身に付けるとは 

吉田研作（2017）は，英語教育において，単に知
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識や個別の技能を覚えたとしても，それが実際のコ

ミュニケーションにおいて使えなければ意味がない

と述べている。また，山田誠志（2018）は，「学習

指導要領」外国語における知識・技能とは，言語材

料を理解し，それを活用することができる技能のこ

とであるとし，英語表現の定着が必須になると述べ

ている。さらに，直山木綿子（2019）は，外国語に

おける「定着」とは，コミュニケーションの目的や

場面，状況において，学習したことをいつでも引っ

張り出して使えるということだと述べている。つま

り，外国語科における知識・技能を身に付けると

は，外国語科における目標を達成するのにふさわし

い言語材料を理解し，コミュニケーションの目的や

場面，状況などに応じて言語材料を活用できること

であると考える。 

「学習指導要領」外国語の目標では，知識及び技

能を含めた資質・能力を育成するために，聞くこ

と，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと

［発表］，書くことの五つの領域別に設定する目標

の実現を目指した指導を行うと示されている。その

領域別の目標を見ると，小学校外国語科で理解する

ことが求められている言語材料とは，英語で自分や

相手の日常生活に関する身近で簡単な事柄について

自分の考えや気持ちを伝えるためにふさわしい簡単

な語句や基本的な表現であると考える。ただし，小

学校学習指導要領（平成29年告示）解説外国語活

動・外国語編（平成30年，以下「29年解説」とす

る。）では，「読むこと」「書くこと」について

は，中学年の外国語活動では指導しておらず，慣れ

親しませることから指導する必要があり，「聞くこ

と」「話すこと」と同等の指導を求めるものではな

いことに留意する必要があると示されている。 

これらのことから，本研究において，児童が実際

のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な

技能を身に付けるとは，コミュニケーションの目的

や場面，状況などに応じて，日常生活に関する身近

で簡単な事柄について自分の考えや気持ちなどの伝

えたいことを伝えるために，簡単な語句や基本的な

表現を活用して聞いたり話したりすることができる

ことと定義する。 

(2) 実際のコミュニケーションにおいて活用できる

基礎的な技能を身に付けさせるためには 

「29年解説」では，言語材料を言語活動と切り離

して「知識及び技能」として個別に指導するのでは

なく，常に言語活動と併せて指導することが大切で

あると示されている。小学校外国語科における言語

活動について，小学校外国語活動・外国語研修ガイ

ドブック（平成29年，以下「ガイドブック」とす

る。）では，実際に英語を用いて互いの考えや気持

ちを伝え合う活動を意味すると述べられている。 

田中武夫・田中知聡（2003）は，自分の思いや考

えを伝えるために自分に関連する事柄を表現するこ

とは，今までに習ったことを自分のことに結び付け

ることになるので学習を定着させると述べている。 

また，山田（2018）も，「暗記・発表の要素が強

い授業」から脱却し，学習した英語表現を想起しな

がら繰り返し使用する「思考・判断しながら表現す

る授業」への転換が必要であると述べている。そし

て，児童は，自分が本当に伝えたいと思ったことを

伝えようとしているとき，それを英語で何といえば

よいかを学ぶと，その表現を喜んで使おうとすると

述べている。 

これらのことから，実際のコミュニケーションに

おいて活用できる基礎的な技能を身に付けさせるた

めには，児童が自分に関連する伝えたいことを表現

する言語活動を行う必要があると考える。その際，

児童にコミュニケーションの目的や場面，状況など

に応じて思考・判断させ，伝えたいことを英語表現

に結び付けて表現させる必要があると考える。 

(3) 伝えたいことを表現する言語活動について 

「ガイドブック」では，身近な話題について主に

児童同士がやり取りする活動としてSmall Talkが位

置付けられており，Small Talkを行う際は，指導者

や児童が自分自身に関する本当の出来事や気持ちな

どについてやり取りすると示されている。そして，

Small Talkは，２時間に１回程度，帯活動で，ある

テーマのもと，指導者のまとまった話を聞いたり，

ペアで自分の考えや気持ちを伝え合ったりすること

と示されており，既習表現を繰り返し使用できるよ

うにしてその定着を図ることや対話を続けるための

基本的な表現の定着を図ることを意図した活動であ

ると示されている。 

つまり，Small Talkとは，英語表現の定着を図る

活動であるが，自分の考えや気持ちを伝え合う点に

おいて主たる言語活動の一つであると考える。そし

て，Small Talkは，自分の考えや気持ちを伝え合う

点と，年間を通して繰り返し行う活動である点にお

いて，実際のコミュニケーションにおいて活用でき

る基礎的な技能を身に付けさせるための活動として

効果的であると考える。 

 田中ら（2003）は，自分に関連する事柄を表現す

る自己表現活動では，やり取りする情報にどれだけ
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生徒自身が関わっているかが重要であると述べてい

る。ただし，前項で述べたように，小学校外国語科

において扱う事柄は，自分や相手の日常生活に関す

る身近で簡単な事柄である。 

したがって，本研究では，伝えたいことを表現す

る言語活動として，児童が日常生活で体験したり，

考えたり，感じたりしたことの中から伝えたいと思

うことを，コミュニケーションの目的や場面，状況

などに応じて思考・判断しながら表現するSmall 

Talkを繰り返し行うこととする。 

 

２ 伝えたいことを英語表現に結び付けるワーク

シートを用いたSmall Talkについて 

(1) 伝えたいことを表現するSmall Talkの流れ 

大城賢（2017）は，これまでの英語教育は，「知

ることが先で，できるようになるのは後」と考えら

れていたが，外国語は，「使いながら学ぶ」という

ことが効果的であると述べている。 

白井恭弘（2012）は，アウトプットをやってみる

と，自分がどこが言えないかが分かり，そのあとに

インプットが入ってくると，そこのギャップに新し

い形が入ってきて，「ああ，そうなのか」となると

し，学習者にアウトプット活動をさせたら，そこで

終わりにするのではなくてもう一度そのあと強化す

るためインプット活動をやるべきだと述べている。

つまり，アウトプットを行う際には，自分が言えな

かったことは何かに気付き，もう一度，言えなかっ

たことを英語でどう言えばよいかをインプットする

必要があると考える。 

さらに，山田（2018）は，「考えながら話す力」

を育てる上で，自分が言いたいことを英語で言うた

めに使える英語表現を，自分の力で，記憶の中から

引っ張り出すことができるようにすることが必須だ

と述べ，児童が活動（やり取り）に取り組む前に，

手取り足取り指導するのをやめて，「まずやってみ

て（対話して）」→「思い出して」→「思い出した

ことを意識して使う」という過程での指導が必須だ

と述べている。また，Small Talkへの意欲や自信を

低下させないためにも，見通しをもたせるための指

導が必要であるとし，Small Talkの指導は，「見通

しをもち」→「まずやってみて（対話して）」→

「思い出して」→「思い出したことを意識して使

う」という過程で指導することにより効果を高める

ことができると述べている。 

以上のことから，児童が伝えたいことを表現する

Small Talkの流れと内容を表１に示す。 

 

(2) 伝えたいことを表現するSmall Talkを行うため

には 

「29年解説」では，自分の考えや気持ちなどを伝

えたり，簡単な質問をしたり質問に答えたりして伝 

え合う活動をする際には，児童が自分の考えをもつ

ことができるようになる指導を必要に応じて行うこ

とが考えられると示されている。また，言語活動を

行う際には，児童が言語活動の目的を達成するため

に，必要な言語材料を取捨選択して活用できるよう

にすることが必要であるとも示されている。 

「ガイドブック」では，児童が自分のことを話す

活動においては，児童によって伝えたい内容が広が

るため，英語での言い方が分からない場合も出てく

ると述べられている。そして，その場合の指導方法

として，言いたいことをそのまま英語で言えないと

思ったときでも，あきらめるのではなく，言いたい

ことに近いことを，既習表現を使って表現すること

（「言い換える」という方法）を少しずつ身に付け

させると述べられている。また，山田（2018）は，

既習表現を使って言い換える（表現する）ためのポ

イントとして，言いたい内容を明確にして近い内容

に置き換えることや２文に分けることを挙げてい

る。 

これらのことから，伝えたいことを表現する

Small Talkを行うためには，児童に伝えたいことを

もたせ，既習表現の中から使える表現を取捨選択さ

せ活用して表現させることとする。その際，英語で

言い方が分からないことがあるときには，伝えたい

ことを，既習表現を活用して表せそうな近い内容に

置き換えさせたり，２文に分けて言い換えさせたり

して表現させることとする。 

(3) 伝えたいことを英語表現に結び付けるワークシ

ートについて 

児童に伝えたいことをもたせ，既習表現の中から

表１ 伝えたいことを表現するSmall Talkの流れと内容 

Small Talkの流れ 内容 

①見通す（２分間） 
指導者のやり取りを聞き，何につ
いて，どんな表現を活用して話す
のかを知る。 

②やってみる（２分間） １回目のやり取りを行う。 

③振り返る（２分間） 

うまく伝えられなかったことにつ
いてはどんな表現を学んだかを振

り返り，英語でどう表現すれば伝
わるかを考えたり，英語表現を教
わってインプットしたりする。 

④もう一度やってみる 
（２分間） 

インプットしたことを基に２回目
のやり取りを行う。 

⑤もう一度振り返る 
（２分間） 

伝えたいことを伝えることができ
たかどうか振り返る。 
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活用できる表現を取捨選択して英語表現に結び付け

させるためには，何を伝えたいのかを考えさせ，英

語表現に結び付くよう整理させる必要がある。そこ

で，自分に関する伝えたいことをもたせるために，

イメージマップを用い，話題に沿って自由に書き出

させる。また，自由に書き出した考えを，既習表現

を活用して表せそうな近い内容に置き換えたり，２

文に分けて言い換えたりさせることができるワーク

シートを作成し，伝えたいことをもたせ，英語表現

に結び付けるために活用することとする。 

ワークシートは，自分の伝えたいことをもたせる

STEP１，伝えたいことを英語表現に結び付くよう整

理させるSTEP２，やり取りを振り返らせるSTEP３の

三つの視点で構成する。そして，このワークシート

を「ＯＫ（お！これで言える！）マップ」（以下，

ＯＫマップとする。）と呼ぶこととする。三つのス

テップを経てできあがったＯＫマップは，伝えたい

ことをどんな既習表現に結び付け，何が表現でき，

できないかが可視化されているため，児童が自己の

学習を振り返って達成感を味わうことにもつなげら

れると考える。ＯＫマップの例を図１に示す。 

(4) ＯＫマップを用いたSmall Talkの流れ 

児童が伝えたいことを英語表現に結び付けながら

表現するために，伝えたいことを表現するSmall 

Talkの流れに沿ってＯＫマップを活用していく。Ｏ

Ｋマップを用いたSmall Talkの流れを表２に示す。 

 

３ 研究構想図について 

 これまで述べてきたことをもとに，研究の構想を

図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 研究構想図 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

 伝えたいことを英語表現に結び付けるＯＫマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ＯＫマップの例 

表２ ＯＫマップを用いたSmall Talkの流れ 
 

Small Talkの流れ  
ＯＫマップを活用する
過程 

・ＯＫマップの活用方法 

前
時 

振り返り 

STEP１伝えたいことを

もたせる 
STEP２英語表現に結び
付くよう整理させる 

・自分に関する伝えたいことを話題に沿って自由に書き出させる。 
・既習表現を活用して英語でどう表現するか考えさせる。 

本
時 

Small 
Talk 

①見通す（２分間）  ・ＯＫマップを見返し，伝えたいことを確認させる。 

②やってみる 
（２分間） 

 
 

③振り返る 
（２分間） 

STEP２英語表現に結び
付くよう整理させる 

・STEP１で書いたことを，既習表現を活用してどう表現するか考えさせ
る。 

・既習表現を活用してそのままでは表現できないものは，近い内容に置
き換えたり，２文に分けて言い換えたりさせる。 

・言い方が分からないときには，ＡＬＴやＨＲＴに尋ねさせ，必要に応

じて英語で書き加えてもらったり，自分で書き写したりさせる。 

④もう一度やってみ
る（２分間） 

  

⑤もう一度振り返る 
（２分間） 

STEP３やり取りを振り
返らせる 

・やり取りを通して伝えたいと思ったことを付け加えさせる。 
・伝えられたことに○をさせる。 

 

話題

ＯＫ（お！これで言える！）マップ

ＳＴＥＰ　１
伝えたいことを書き出す

ＳＴＥＰ　２
置き換える　２文で言い換える

ＳＴＥＰ　３　　やり取りを行ってもっと伝えたいと思ったこと　

こ
れ
ま
で
に

習

っ
た
表
現

①I like ～.  I don't like　～. 

②I can ～.   I can't ～. 

③Ｉ　am good at～. 

④I have ～. 

⑤I want～. 

⑥I want to be　～. 

⑦I want to go ～. 

⑧I want to see ～. 

行

っ
た
場
所

灯ろうがきれい

だった

屋台がある
食べ物を食べる

ことができる

友だちと花火を見た

私は花火が好き

好きな

花火を見た

ふ
れ
あ
い
祭
り

lantern

fireworks
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を用いたSmall Talkを行うことで，児童に実際のコ

ミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能

を身に付けさせることができるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，表３に示す。 

 
表３ 検証の視点と方法 

検証の視点 検証の方法 

①実際のコミュニケーションにおいて活用
できる基礎的な技能を身に付けさせるこ
とができたか。 

・行動観察 
・振り返りシート 

・事前・事後アン
ケート 

②ＯＫマップを用いたSmall Talkを行うこ
とは，実際のコミュニケーションにおい
て活用できる基礎的な技能を身に付けさ

せることにつながったか。 

・行動観察 

・事後アンケート 

・ＯＫマップ 

・学習を終えての

アンケート 

 

Ⅳ 前期研究授業の内容 

 

○ 期 間 令和元年９月５日～令和元年10月１日 

○ 対 象 所属校第６学年（単学級15人） 

○ 単元名 My Summer Vacation 夏休みの思い出 

○ 目 標 
【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】 
・進んで夏休みの思い出について伝え合おうとする。 

【外国語への慣れ親しみ】 

・夏休みに行った場所や食べた物，楽しんだこと，感想などを
表す表現に慣れ親しむ。 

【言語や文化に対する気付き】 
・英語にも過去の表現の仕方があることに気付く。 

○ 単元の評価規準 
【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】 

・進んで夏休みの思い出について伝え合おうとしている。 

【外国語への慣れ親しみ】 

・既習表現を交えながら，聞いたり話したりして夏休みに行っ
た場所や食べた物，楽しんだこと，感想などを表す表現に慣
れ親しんでいる。 

・夏休みの思い出について簡単な語句や基本的な表現を推測し
ながら読んだり，例を参考に書いたりすることに慣れ親しん
でいる。 

【言語や文化に対する気付き】 
・英語にも過去の表現の仕方があることに気付いている。 

○ 単元の最終言語活動におけるコミュニケーショ

ンの目的や場面，状況など 

 

 

○ 単元の主な学習活動 
 Small Talk 

の話題 
主な学習活動 

１  ○夏休みに行った場所を伝え合う。 

２  ○夏休みに行った場所や感想を伝え合う。 

３ 行った場所 ○夏休みに行った場所や感想を伝え合う。 

４  
○夏休みに行った場所とそこで食べた物の
感想を伝え合う。 

５ 食べた物 
○夏休みに楽しんだこととその感想を伝え
合う。 

６ 楽しんだこと 

○夏休みの思い出についての話を聞き，行
った場所，楽しんだこと，食べた物，感
想について伝え合う。 

７ 
これまでに楽
しんだこと 

○夏休みの思い出について書かれた文を推
測して読むとともに，他者に配慮しなが

ら夏休みの思い出について伝え合おうと
する。 

８  
○自分の夏休みの思い出について話してき

たことを，今まで書き写してきた文を参
考に，語順を意識しながら書く。 

 

Ⅴ 前期研究授業の分析と考察 

 

１ 実際のコミュニケーションにおいて活用でき

る基礎的な技能を身に付けさせることができた

か 

 実際のコミュニケーションにおいて活用できる基

礎的な技能を身に付けることができたかどうかを見

取るため，単元の最終言語活動「夏休みの思い出を

ＡＬＴや友だちと伝え合おう」において評価を行っ

た。その際，夏休みの思い出を伝えることができて

いるか，相手の言ったことに対して英語表現を用い

て反応することができているかのそれぞれについて

評価基準を設定し，評価した。 

表４は，夏休みの思い出を伝えることについての

評価基準と人数である。 

 

 

表４から，全員の児童が単元で学んだ新出表現を

活用して夏休みの思い出を伝えることができていた

ことが分かる。また，そのうちの５人の児童が，単

元で学んだ新出表現に加えて，既習表現を活用して

夏休みの思い出を伝えることができていた。このう

ちの１人は，「I like～.」の表現を活用して夏休み

の思い出を詳しく伝えており，残りの４人は「Do 

you like～?」の表現を活用して自分の伝えたいこと

についての相手の思いを尋ねていた。一方で，15人

中10人の児童は単元で学んだ新出表現のみを活用し

表４ 夏休みの思い出を伝えることについての評価基準

と人数                 ｎ＝15 

評 価 基 準 
人数

（人） 

Ａ 
夏休みの思い出について，単元で学んだ新出表
現だけでなく既習表現も活用して伝えている。 

５ 

Ｂ 
夏休みの思い出について，単元で学んだ新出表
現を活用して伝えている。 

10 

Ｃ 
夏休みの思い出について，単元で学んだ新出表
現を活用して伝えていない。 

０ 

単元で学んだ新出表現 
I went to～.  I ate～.  I enjoyed～.  It was～. 

既習表現 
I like～．  Do you like～?  I can～.  I can’t～.  等 

ＡＬＴやクラスの友だちとどんな夏休みを過ごしたかを伝え合
おう。 
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児童ａ: I went to Yamaguchi. 
ＡＬＴ: Oh, wow, Yamaguchi! 
児童ａ: I enjoyed fireworks. 
ＡＬＴ: Oh, wow! 
児童ａ: It was beautiful. 
ＡＬＴ: That’s nice! 
児童ａ: I ate tapioca. 
ＡＬＴ: Oh. 
児童ａ: It was delicious.  Do you like tapioca? 
ＡＬＴ: Yes. I love tapioca. I like tapioca milk tea. 
児童ａ: Oh. 
ＡＬＴ: Do you like tapioca milk tea? 
児童ａ: Yes.   
ＡＬＴ: Oh, wow! 
児童ａ: How about you? 
ＡＬＴ: I went to America. 
児童ａ: Oh! 
ＡＬＴ: I enjoyed watching a movie.  I ate a hamburger. 
児童ａ: Oh! 
ＡＬＴ: Do you like hamburger?  
児童ａ: Yes.  I like hamburger. 
ＡＬＴ: Nice!  It was delicious. 

て伝えていた。この10人の児童は，Small Talkでは

既習表現を活用してやり取りをしており，夏休みの

思い出を伝えるという目的においては，既習表現を

活用する必要がなかったと考える。 

 表５は，相手の言ったことに対して反応すること

ができているかを見取るための評価基準と人数であ

る。 

 
表５ 相手の言ったことに対して反応することについて

の評価基準と人数          ｎ＝15 

評 価 基 準 人数（人） 

Ａ 
既習表現を活用して，感想を言ったり，相

手に関する簡単な質問をしたりしている。 
０ 

Ｂ 
相手の言うことを繰り返したり，一言感想

を言ったり，質問に答えたりしている。 11 

Ｃ 
一言感想を言ったり，質問に答えたりして

いない。  ４ 

 

表５より，11人の児童が，相手の言ったことを繰

り返したり，一言感想を言ったりして反応していた

ことが分かる。しかし，相手の言ったことに対して

既習表現を活用して感想を言ったり，質問したりす

ることは，どの児童もできていなかった。 

単元の最終言語活動において，夏休みの思い出を

伝えることがＡ評価であり，相手の言ったことに対

して反応することがＢ評価の児童ａとＡＬＴとのや

り取りを次に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
児童ａのＡＬＴとのやり取り 

 

児童aは，既習表現を活用して「Do you like 

tapioca?」と質問しているが，これは，自分の伝え

たいことについての質問であり，ＡＬＴの言ったこ

とに関する質問ではなかったため，Ｂ評価とした。 

また，Ｃ評価の児童ｂの実際のやり取りを分析し

てみると，単元で学んだ新出表現を活用して夏休み

の思い出を伝えてはいるが，ＡＬＴの言ったことに

はうなずくだけで，英語表現を用いて反応すること

ができていなかった。 

これらのことから，実際のコミュニケーションに

おいて，単元で学んだ新出表現を活用しながら伝え

ることはできていたと考える。しかし，児童が既習

表現を十分に活用しながら夏休みの思い出を伝える

ことには課題があることが分かった。これは，単元

の最終言語活動の目的が，「夏休みの思い出を伝え

合う」ことになっており，「何のために」伝え合う

のかを児童と共有することが不十分であったためと

考える。また，相手の言ったことに対して，その場

で，既習表現を活用して感想を言ったり，質問した

りしながらやり取りすることについても課題がある

ことが分かった。これは，やり取りの際の指導にお

いて，伝えることに重点を置いており，相手の言っ

たことに対して反応することについての指導が不十

分であったためと考える。 

 

２ ＯＫマップを用いたSmall Talkを行うことは，

実際のコミュニケーションにおいて活用できる

基礎的な技能を身に付けさせることにつながっ

たか 

(1) ＯＫマップを用いることは児童が伝えたいこと

をもち，英語表現に結び付けることにつながっ

たか 

ア ＯＫマップを用いることは児童が伝えたいこ

とをもつことにつながったか 

ＯＫマップの分析から，全員の児童が伝えたいこ

とを書き出しており，伝えたいことをもつことがで

きたことが分かった。また，学習を終えてのアンケ

ート（以下，アンケートとする。）では，「ＯＫマ

ップは何を伝えたいのか考えるのに役立ったか」と

いう設問に対して，全員の児童が肯定的回答をして

いた。その理由として，「書くことで（伝えたいこ

とが）分かる」「一つ伝えたいことが浮かんだら，

そこから伝えたいことが出た」と記述していた。こ

のことから，ＯＫマップに書き出すことで，伝えた

いことを整理したり，より広げて考えたりしたこと

が分かる。 

したがって，ＯＫマップを用いることは，児童が

伝えたいことをもつことにつながったと考える。ま

た，児童の中には，伝えたいことが明確になったこ

とで，英語でどのように表現したらよいか分からな

    ：単元で学んだ新出表現 

    ：既習表現         
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いことがあっても「～はどう言ったらいいですか」

と指導者に尋ねる姿や，指導者やＡＬＴに教わった

表現を自分から進んで繰り返し練習している姿が見

られ，英語で伝えたいという意欲やどのように表現

すればよいか知りたいという意欲を高めることにも

つながったと考える。 

イ ＯＫマップを用いることは児童が伝えたいこと

を英語表現に結び付けることにつながったか 

児童が伝えたいことを英語表現に結び付けること

につながったかどうかを検証するために，ＯＫマッ

プに書かれていたことをSmall Talkで表現している

かについて分析した。ＯＫマップに書き出した伝え

たいことを英語表現に結び付けていた児童は，15人

中11人であった。そのうち，児童ｃと児童ｄのＯＫ

マップの記述の一部を表６に示す。 

 
表６ ＯＫマップの記述の一部 

 ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２ 

近い内容に 
置き換えた例

（児童ｃ） 

かき氷とソフトクリ

ームのお店がある。 

かき氷が食べられる。 

ソフトクリームが食べ
られる。 

２文にして 

言い換えた例
（児童ｄ） 

おばけやしきがこわ
いけど楽しかった。 

こわい（けど） 
 

楽しかった 

 

児童ｃは，かき氷とソフトクリームのお店があっ

たことを「食べることができる」と近い内容に置き

換え，「I can eat shaved ice.」と表現していた。 

児童ｄ児は，１回目のSmall Talkでは，アトラク

ションが楽しかったこととお化け屋敷が怖いけど楽

しかったことを「I enjoyed attraction, obakeyashiki.  

Scary.」と単語を並べて表現していた。そして，２

回目のSmall Talkでは，「I enjoyed attraction and 

obakeyashiki.  It was scary but fun.」と表現してい

た。これは，ＯＫマップを用いて２文に分けて整理

したことで，お化け屋敷が楽しかったことも「 I 

enjoyed ～.」と表現できることや感想を伝えるには

「It was～.」の表現を活用できることに気付いたた

めと考える。 

 これらのことから，英語での言い方が分からない

とき，既習表現に結び付けるためにどのように考え

ればよいかを示したＯＫマップを用いることは，児

童が伝えたいことを英語表現に結び付けることにつ

ながったと考える。 

一方で，ＯＫマップに書き出したことを伝えるた

めに，既習表現の中から活用できる表現を取捨選択

し表現することができなかった児童は４人であっ

た。そのうちの児童ｅが記入したＯＫマップの記述

を図３に示す。 

 

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２ 

大仏や金閣寺では，吉舎（小学
校）と比べて比べ物にならないほ
ど広くて迷子になりそうだった。 

広かった 

 
迷子になりそう 

図３ 児童ｅが記入したＯＫマップ 

 

児童eは，日本語では２文に言い換えていたが

Small Talkでは英語で表現していなかった。児童ｅ

は，アンケートにおける「ＯＫ マップは，自分の伝

えたいことを英語でどう表現すればよいのか考える

のに役立った」という設問に対して，否定的な回答

をしていたただ１人の児童である。児童ｅは，その

理由として「（英語表現に結び付けるのが）むずか

しかった」と記入していた。これは，伝えたかった

ことを２文にして置き換えたが，それでもまだ，既

習表現で表すことができなかったためであると考え

る。また，英語でどう表現すればよいか分からない

ときに，できないとあきらめてしまい，ＡＬＴや指

導者に尋ねることができなかったためであると考え

る。 

したがって，伝えたいことを英語表現に結び付け

ることができなかった児童にも有効なＯＫマップに

なるよう，既習表現を想起するための手立てや英語

表現に結び付けるための考え方を分かりやすく示し

て改善を図ることとする。 

(2) ＯＫマップを用いたSmall Talkを行うことは，

実際のコミュニケーションにおいて活用できる

基礎的な技能を身に付けさせることにつながっ

たか 

アンケートでは，「Small Talkを行うことは，夏

休みの思い出を伝えるのに役立った」という設問に

対して，全員の児童が肯定的回答をしていた。その

理由として，「どう言えばよいか分からないとき，

話し方が分かるから」「英語を話せているか不安だ

ったけれど，Small Talkをすると自信がもてる」と

記述していた。このことから，児童は，Small Talk

を行うことで，自分の言えることと言えないことが

分かり，Small Talkで実際にやり取りを繰り返し行

うことで，自信をもてるようになったと考えている

ことが分かる。 

 また，本単元で行ったSmall Talkを分析してみる

と，回数を重ねるたびに，児童はだんだんと伝えた
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いことを英語で表現したり，一言感想を言ったりす

ることができるようになっていた。これは，Small 

Talkの流れにおける①見通す場面のデモンストレー

ションで既習表現や反応する際の表現を繰り返し聞

いたり，②やってみる場面や④もう一度やってみる

場面において既習表現を活用して表現したりするこ

とで，英語表現が身に付き，自信をもつことができ

たためと考える。 

②やってみる場面で上手く伝えられないことがあ

っても，④もう一度やってみる場面において伝える

ことができるようになった児童ｆの発言の変化を表

７に示す。 

 

 これは，②やってみる場面において自分が言えな

かったことに気付き，③振り返る場面において，上

手く伝えられなかったことを全体で共有して，英語

で何と言えばよいか考えたり教わったりしたためで

あると考える。そして，児童ｆとペアであった児童

は，Small Talkで学んだ「fireworks」を単元の最終

言語活動で活用していた。 

これらのことから，ＯＫマップを用いて児童が伝

えたいことを英語表現に結び付けながらSmall Talk

を行うことは，実際のコミュニケーションにおいて

活用できる基礎的な技能を身に付けさせることにつ

ながると考える。 

しかし，課題も残った。児童同士のSmall Talkで

は，全員の児童が，お互いに伝えたいことだけを言

い合ったり，一言で反応したりするだけで，相手が

伝えたことに対して感想を言ったり，質問をしたり

することができていなかった。これは，Small Talk

の目的が不明確であったために，「もっと自分のこ

とを分かってほしい」「もっと相手のことを知りた

い」と思う活動になっていなかったためと考える。

そして，指導者自身も伝えることに重点を置いて指

導を行っていたため，相手の言ったことに対して一

言感想に留まらない感想を言ったり，質問したりす

る姿を児童に見せることができなかったためと考え

る。また，⑤もう一度振り返る場面においては，伝

えたいことを伝えることができたか振り返らせただ

けで，相手の言ったことに対して反応したり質問し

たりすることができたかどうかについては振り返ら

せていなかった。さらに，③振り返る場面におい

て，一人一人の児童の伝えられなかったことに対応

すると，時間がかかりすぎて，全員の児童のうまく

伝えられなかったことを取り上げられなかった。ま

た，全員で考えたり，指導者に教わったりしても，

２回目のやり取りで表現することができなかった児

童もいた。これは，表現を聞かせ，実際に声に出し

て言わせるだけで，言えるかどうか確認することが

できていなかったためと考える。 

 以上のことから，Small Talkの目的を明確にする

ことやSmall Talkの流れの内，特に①見通す場面③

振り返る場面⑤もう一度振り返る場面において指導

の改善が必要であると考える。 

 

Ⅵ 前期研究のまとめ 

 

１ 前期研究における成果と課題 

○ ＯＫマップを用いることは，児童が伝えたいこ

とをもつために有効であることが分かった。 

○ Small Talkの流れにおける①見通す場面では，

指導者が見せるデモンストレーションに既習表現

を想起させる効果があることが分かった。 

○ ＯＫマップを用いたSmall Talkを行うことは，

実際のコミュニケーションにおいて活用できる基

礎的な技能を身に付けさせることに一定の効果が

あることが分かった。 

 

２ 前期研究における課題 

〇 単元の最終言語活動やSmall Talkが，相手の言

ったことに対して反応したり質問したりして伝え

合いたくなるような活動になっていなかった。  

〇 伝えたいことを英語表現に結び付けさせる際

に，どのように考えればよいか分からず，英語表

現に結び付けることができない児童がいた。ま

た，伝えたいことを伝えるためだけの視点でＯＫ

マップを作成していたため，相手の言ったことに

対して反応したり質問したりする際の手立てには

なっていなかった。 

〇 伝えることに指導の重点を置いていたため，①

見通す場面では，相手の言ったことに対して反応

したり，質問したりする様子を見せることができ

ていなかった。また，⑤もう一度振り返る場面に

おいても，相手の言ったことに対して反応したり

質問したりできたかを振り返らせることができな

かった。 

さらに，③振り返る場面では，全員の児童のう

表７ Small Talkの流れにおける児童ｆの発言の変化 
Small Talkの流れ 児童ｆの発言の変化 

②やってみる 
I enjoyed （日本語で）花火. 

花火 beautiful. 

④もう一度やってみる 
I enjoyed fireworks. 

It was beautiful. 
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まく伝えることができなかったことを取り上げる

時間や児童が新しく考えたり教わったりしたこと

を次のやり取りで活用することができるように，

表現に慣れさせる時間を確保したりすることがで

きていなかった。 

 

３ 後期研究に向けての改善点 

○ Small Talkや単元の最終言語活動において，何

のために聞いたり話したりするのかというやり取

りの目的を明確にし，既習表現を活用してやり取

りを行う必然性のある活動を設定する。 

○ 英語表現に結び付けることができないときの手

立てとなる考え方や相手の言ったことに対して反

応する際の英語表現についてＯＫマップに追記す

る。また，ＯＫマップに示した手立てが用いられ

る場面を①見通す場面のデモンストレーションに

おいて見せる。 

○ Small Talkの流れにおいて，①見通す場面のデ

モンストレーションではどんなことを示せばよい

か，③振り返る場面においては，うまく言えなか

ったことをどのように取り上げるか，⑤もう一度

振り返る場面では何を振り返らせるかを考え，時

間設定も見直す。  

 

Ⅶ 後期研究 

 

１ 既習表現を活用してやり取りを行う必然性の

ある活動にするために 

「ガイドブック」では，対話活動が外形的なもの

とならないようするために留意することとして，①

対話する目的があること，②対話する（伝え合う）

内容が互いに未知であることが挙げられると示され

ている。また，山田（2018）は，当該英語表現を用

いて意味・内容についてやり取りを行えるようにす

るためには，「その英語表現を用いないとやり取り

が成立しない目的・場面・状況」をよく考えること

が必要であると述べている。そこで，単元の最終言

語活動やSmall Talkの目的を設定する際には「何の

ためにやり取りを行うのか」を明確にし，やり取り

を行う目的を児童と共有する。そして，既習表現を

活用して詳しく伝えたり，相手のことを引き出した

りする必要のある活動を設定するようにする。 

 

２ ＯＫマップの改善について 

 前期研究におけるＯＫマップの課題について，改

善したＯＫマップを図４に示す。そして，太枠で示

した改善部分のＡ～Ｅについて説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４ 改善したＯＫマップ 

 

(1) 既習表現を使って伝えたいことを近い内容に置

き換えたり，２文にして言い換えたりして伝え

るために 

 前期研究では，既習表現を文字で示すことで想起

させたいと考えていた。しかし，文字で示しただけ

では意味を理解して音声化できない児童もいた。そ

こで，英語の意味と結び付けながら表現を想起する

ことができるように，写真やイラストを一緒にＯＫ

マップに示す（Ａ）とともに，伝えたいことを既

習表現に結び付けることができるように「～が好

き」や「～できる」という語尾を示して（Ｂ）考

えさせるようにする。 

(2) 伝えたいことを表す英単語や表現が分からない

ときに，自分で考えたり指導者に聞いたりでき

るようにするために 

伝えたいことを英語表現に結び付けることができ

なかった児童の中には，ジェスチャーや擬音語を使

って何とか伝えようとしていた児童もいた。そうい

った児童は伝えたいことを英語で言いたくて指導者

に尋ねることが多かった。しかし，尋ね方が分から

ず，最後までジェスチャーだけで終わってしまう児
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童もいた。そこで，分からないことを教わるための

表現をＯＫマップに示す（Ｃ）。 

また，金森強（2017）は，使える語彙を増やすた

めに利用できるのが外来語であるとし，知っている

単語が増えれば，言語活動が楽しくなると述べてい

る。さらに，児童が外来語として知っている単語や

フレーズは，発音の違いこそあれ，うまく活用すれ

ば語彙を増やすだけでなく，日本語と外国語との音

声的な違いに気付くことにも役立つと述べている。

そこで，英語でどう表現すればよいか分からない単

語があったときには，似た意味の外来語を想起させ

英語表現に結び付けさせる（Ｄ）ようにする。 

(3) 相手の言ったことに対して反応したり質問した

りしてやり取りできるようにするために 

伝えたいことを一方的に伝えるだけでなく，相手

の言ったことに対して，自分の伝えたいことを英語

表現に結び付けながら反応したり質問したりするた

めに，反応するときの既習表現をＯＫマップに示す

（Ｅ）こととする。 

 

３ Small Talkの流れにおける指導の改善について 

Small Talkの流れの①見通す場面③振り返る場面

⑤もう一度振り返る場面の指導の改善を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①見通す場面では，相手の言ったことに対して既

習表現を活用して感想を言ったり，質問したりする

様子も見せるようにする。そして，伝えたいことを

表す英語表現が分からないときに，ＯＫマップに示

した手立てが用いられる場面についても実際のコミ

ュニケーションの中で示しながらデモンストレーシ

ョンを行う。 

また，名畑目真吾（2018）は，話すことにおいて

は，まず初期段階として口慣らしを行い，次の段階

として表現に言い慣れるようにし，そして最後にコ

ミュニケーション活動を通して習得した表現を実際

に活用できるようにすると述べている。そこで，③

振り返る場面では，新しく考えたり教わったりした

表現を④もう一度やってみる場面で表現することが

できるように，何度か声に出して言わせる口慣らし

の時間を設定し，表現に慣れ親しませるようにす

る。 

さらに，⑤もう一度振り返る場面では，伝えたい

ことを伝えることができたかだけでなく，相手の話

を聞いて反応することについても振り返ることがで

きるようにする。 

以上のことを基に，改善したＯＫマップを用いた

Small Talkの流れを表８に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表８ 改善したＯＫマップを用いたSmall Talkの流れ             ：改善点 

 

学習活動 ＯＫマップを活用する過程 ●Small Talkの内容  ・ＯＫマップの活用方法 

前
時 

振り返り 

STEP１ 
伝えたいことをもたせる 
STEP２ 

英語表現に結び付くよう 
整理させる 

・自分に関する伝えたいことを話題に沿って自由に書き出させる。 

本
時 

Small  
Talk 

①見通す 

（１分間） 
 

●指導者のやり取りを聞き，何について，どんな表現を活用して話す
のかを思い出させる。 

●ＯＫマップに示した手立てが用いられる場面を実際のコミュニケー
ションの中で示しながらデモンストレーションを行う。 

②やってみる 
（２分間） 

 ●１回目のやり取りを行わせる。 

③振り返る 

（４分間） 

STEP２ 
英語表現に結び付くよう 
整理させる 

●どんな表現を学んだかを振り返らせ，英語で表現を考えさせたり教
わったことをインプットさせたりする。 

・STEP１で書いたことを，既習表現を活用してどう表現するか考え

させる。 
・既習表現を活用してそのままでは表現できないものは近い内容に置
き換えたり，２文に分けて言い換えたりさせる。 

・ＯＫマップを参考に，外来語を想起させたり，全員で教え合ったり
して英語表現を考えさせる。 

・言い方が分からないときには，ＡＬＴやＨＲＴに尋ねさせ，必要に

応じて英語で書き加えてもらったり，自分で書き写したりさせる。 
●考えたり教わったりした表現を声に出して練習させ口慣らしを行わ
せる。 

④もう一度やって
みる（２分間） 

 ●インプットしたことを基に２回目のやり取りを行わせる。 

⑤もう一度振り返
る（１分間） 

STEP３ 
やり取りを振り返らせる 

●伝えたいことを伝えることができたか振り返らせる。 
●相手の話を聞いて反応することについても振り返らせる。 
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Ⅷ 後期研究授業の内容 

 

○ 期 間 令和元年11月19日～令和元年12月12日 

○ 対 象 所属校第６学年（単学級15人） 

○ 単元名 I like my town. 自分たちの町・地域 

○ 目 標 
【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】 
・進んで地域のよさや課題などについて自分の考えや気持ちを

伝え合おうとする。 

【外国語への慣れ親しみ】 
・地域にどのような施設があるのか，また欲しいのか，さらに

地域のよさなどを表す表現に慣れ親しむ。 

【言語や文化に対する気付き】 

・アメリカと日本の地域の様子についての共通点や相違点に気
付く。 

○ 単元の評価規準 

〇 単元の最終言語活動におけるコミュニケーショ   

ンの目的や場面，状況など 

 

 

〇 単元の主な学習活動 

  
Small Talk 
の話題 

学習活動 

１  
○「私たちの町には～がある」「私たちの

町には～がない」という表現を聞く。 

２  
○「私たちの町には～がある」「私たちの
町には～がない」という表現を聞いたり
話したりする。 

３ 
行ってみた
い場所 

○自分が住んでいる地域にある施設やその
よさについて聞いたり話したりする。 

４ 
クリスマス
に欲しいも
の 

○地域にあってほしい施設とその理由につ

いて聞いたり話したりする。 

５ 
おすすめの

お店 

○三次市のおすすめの場所について伝え合

う。 

６ 
好きなもの
（食べ物，
スポーツ，

テレビ番組
から選択） 

○相手の思いを聞き取りながら伝えるため

の表現に慣れ親しむ。 

７ 
○相手の思いを聞き取りながら，三次市の
おすすめの場所について伝え合う。 

８  

○自分たちが住む地域について話したこと
を整理して，語順を意識しながら書き写
す。 

○お互いに書いたポスターを推測しながら
読む。 

 

Ⅸ 後期研究授業の分析と考察 

 

１ 実際のコミュニケーションにおいて活用できる

基礎的な技能を身に付けさせることができたか 

 実際のコミュニケーションにおいて活用できる基 

礎的な技能を身に付けることができたかどうかを見

取るため，単元の最終言語活動「ＡＬＴに休みの日

を楽しく過ごしてもらうために，三次市のおすすめ

の場所を紹介しよう」において評価を行った。その

際，相手の思いを聞きながら，おすすめの場所を伝

えることができていたか評価基準を設定した。評価

基準とその人数を表９に示す。 
 
表９ 相手の思いを聞きながら，おすすめの場所を伝える 

ことについての評価基準と人数       ｎ＝13 

評価基準 
人数
（人） 

Ａ 
相手の思いを聞きながら，三次市のおすすめ
の場所とその魅力を二つ以上伝えている。 

３ 

Ｂ 
相手の思いを聞きながら，三次市のおすすめ
の場所とその魅力を一つは伝えている。 ７ 

Ｃ 
相手の思いを聞きながら，三次市のおすすめ
の場所を伝えることができていない。 

３ 

単元で学ぶ表現 
We have ～.  We can ～.  Do you like ～? 

 

 表９より，欠席児童２人を除く13人中10人の児童

が「Do you like ～?」とＡＬＴの好みを聞きなが

ら，既習表現を活用して三次市のおすすめの場所に

ついて伝えることができたと分かる。中でも，Ａ評

価の児童は，様々な既習表現を活用しておすすめの

場所について詳しく伝えることができた。Ａ評価の

児童ｇとＡＬＴとのやり取りを示す。 

 
児童ｇ ,  ALT: Hello. 
児童ｇ: Do you like sports? 
ＡＬＴ: Yes, I do.  Do you like sports? 
児童ｇ: Yes.  I like soccer. 
      We have Kisa Park.  We can play soccer, baseball. 
ＡＬＴ: Can we play basketball? 
児童ｇ: No.  Kisa Park is big. 
ＡＬＴ: Oh, thank you.  I’ll go to Kisa Park. 

児童ｇとＡＬＴとのやり取り 

 

ＡＬＴにバスケットボールをすることができるか

を尋ねられた児童ｇは，質問の内容を理解して

「No.」と答えた。そして，バスケットボールはで

きないけれど吉舎公園が広いことを伝えたくて，既

習表現を活用できる「Kisa Park is big.」と伝えるこ

とができた。これは，コミュニケーションの目的

を，「ＡＬＴに休みを楽しく過ごしてもらうため

に」と設定したことで，ＡＬＴに喜んでもらうため

には，ＡＬＴの好きなことなどを聞きながら伝えた

いことを伝える必要があると考え，目的に応じて思

【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】 
・進んで地域のよさや課題などについて自分の考えや気持ちを

伝え合おうとしている。 

【外国語への慣れ親しみ】 
・既習表現を交えながら，聞いたり話したりして地域にどのよ

うな施設があるのか，また欲しいのか，さらに地域のよさな
どを表す表現に慣れ親しんでいる。 

・自分たちの地域について簡単な語句や基本的な表現を推測し

ながら読んだり，例を参考に書いたりすることに慣れ親しん
でいる。 

【言語や文化に対する気付き】 
・アメリカと日本の地域の様子についての共通点や相違点に気
付いている。 

   ：既習表現 

ＡＬＴに休みの日を楽しく過ごしてもらうために，三次市のお
すすめの場所を紹介しよう。 
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考・判断しながら表現できたためと考える。 

 一方で，３人の児童が，ＡＬＴにおすすめの場所

を伝える際に一人で伝えることができなかった。こ

れらの３人の児童は，ＡＬＴに「Please tell me about  

Miyoshi.」と慣れ親しんでいなかった表現で話しか

けられたため，緊張して，これまでに学習してきた

表現を忘れてしまった。そして，指導者が「三次市

のどこを紹介したかったの？」「そこでできること

は何だった？」と支援して初めて，ＡＬＴに伝える

ことができた。しかし，この３人の児童は，友だち

とのやり取りの際には，相手の思いを聞きながら三

次市のおすすめの場所を伝えることができていた。 

 これらのことから，単元の最終言語活動では，相

手によって違いはあるが，友だち同士ではやり取り

をすることができており，実際のコミュニケーショ

ンにおいて活用できる技能を身に付けさせることが

できたと考える。 

 

２ ＯＫマップを用いたSmall Talkを行うことは，

実際のコミュニケーションにおいて活用できる

基礎的な技能を身に付けさせることにつながっ

たか 

(1) ＯＫマップを用いることは児童が伝えたいこと

を英語表現に結び付けることにつながったか 

ア アンケートの分析から 

アンケートでは，「ＯＫマップは，自分の伝えた

いことを英語でどう表現すればよいのか考えるのに

役立った」という設問に対して全員の児童が肯定的

な回答をしていた。 

前期研究においてこの設問に否定的な回答をして

いた児童ｅは「（英語表現に結び付けるには）言い

かえればよいことが分かった」と記述していた。児

童ｅは，ＯＫマップに書き出した伝えたいことを，

近い内容に置き換え，文字で示された既習表現に○

をして線でつなぎ英語表現に結び付けており，実際

のSmall Talkにおいて表現していた。これは，ＯＫ

マップを改善した際に，「～が好き」「～できる」

などの語尾を示したことで，伝えたいことをどの既

習表現に結び付けられるかを考えやすくなったため

と考える。また，15人中６人の児童が，「いろんな

言い方を知れて，会話がよくなった」「反応の仕方

が書いてあって，質問などができるようになったか

ら」「質問が思い出せた」などと記述していた。 

さらに，アンケートにおける，「ＯＫマップのど

の部分が役立ったか」という設問に対する児童の回

答を表10に示す。 

 

表10より，15人中14人の児童が，相手の言ったこ

とに反応したり質問したりする表現を示した部分が

役に立ったと述べている。 

そして，「英語でやり取りをするときに，もっと

役立つＯＫマップにしていくためにはどうすればよ

いと思うか」という設問に対しては，「反応や質問

の言葉を増やしてほしい」「一言感想を使うときの

例やどういう意味かがあった方がいい」「We have 

～.やWe can ～.（本単元で学ぶ新出表現）を加えれ

ばいい」などの記述があった。児童は，ＯＫマップ

に，やり取りを行う際に必要な表現や単元で学んだ

新出表現を加えてほしいと感じており，ＯＫマップ

を，英語表現を想起するためのヒントカードとして

活用していたことが分かる。 

イ ＯＫマップの記述とSmall Talkの分析から 

前期研究において伝えたいことを英語表現に結び

付けることができなかった児童は４人いたが，これ

らの児童の全員が，５回のSmall Talkのうち４回の

Small Talkにおいて伝えたいことを英語表現に結び

付けることができていた。これらの児童は，Small 

Talkの話題について，ＯＫマップに伝えたいことを

短い言葉で簡潔に記したり，語尾を「～が好き」

「～できる」などと表したりすることができてい

た。 

さらに，その他の11人の児童も，外来語を基にし

て英語表現を想像したり，ジェスチャーを使ったり

してなんとか表現していた。そのため，指導者や友

だちから英語表現を教わることにつながり，英語表

現に結び付けて表現していた。また，英語でどう表

現すればよいか分からないことがあった児童も，

「In English, please.」「先生，教えて」と尋ねて教

わり，伝えたいことを英語表現に結び付け表現して

いた。 

 これらのことから，ＯＫマップに，既習表現に結

び付けられるように語尾を示したことや外来語を示

したこと，分からないことを教わるための表現を示

したことは，児童が既習表現を想起する際の手助け

となり有効であったと考える。 

以上のことから，ＯＫマップを用いることは，児

表10 ＯＫマップの役に立った項目とその人数 ｎ＝15 

項目（複数回答可） 
計

（人） 
これまでに習った表現 10 

外来語 ８ 

ジェスチャー ７ 

反応・質問 14 
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童が伝えたいことを英語表現に結び付けることにつ

ながったと考える。 

一方で，後期研究においては，ＯＫマップを英語

表現に結び付くよう整理するために用いるというよ

り，相手の言ったことに対して反応したり質問した

りするためのヒントカードとして用いている児童が

多かった。そのため，児童の実態に合ったＯＫマッ

プとなるよう，必要なものは何かを判断し，改善し

ていく必要があると考える。 

(2) ＯＫマップを用いたSmall Talkを行うことは，

実際のコミュニケーションにおいて活用できる

基礎的な技能を身に付けさせることにつながっ

たか 

 アンケートでは，「ＯＫマップを用いたSmall 

Talkを行うことは，ＡＬＴに三次市のおすすめの場

所を紹介するときに役立った」という設問につい

て，全員の児童が肯定的回答をしていた。その理由

の一部を示す。 

 
・話題に対してのいろいろな気持ちの言い方をどんどん覚え
て，「この表現も使ってブリタニー先生に伝えよう」と考え
て伝えることができたから。 

・ブリタニー先生とやる時に緊張してすこしとんでいたけど，
Small Talkの時に言ったことを思い出してできた。 

・Do you like?  やHow about you?  などを使って話すことができ

たから。 
アンケートの記述（一部） 

 

 アンケートの記述より，児童は，ＡＬＴと話す場

面を考えながらSmall Talkを行っていたことや，

Small Talkで活用した表現を想起しながらＡＬＴと

話していたことが分かる。 

 このことから，ＯＫマップを用いたSmall Talkを

行うことは，単元の最終言語活動を行う際に役立っ

たと考える。  

 また，本単元で行ったSmall Talkを分析してみる

と，前期の研究において，相手の言ったことに対し

て反応することについての評価基準でＣ評価となっ

た４名の児童は，全員が一言感想を言ったり，相手

の言ったことを繰り返したりして反応しながらやり

取りを継続することができた。後期の研究でＢ評価

となった児童ｂと児童ｈとのやり取りを示す。 

 
児童ｂ: What do you want? 

児童ｈ: I want new game, Mario Maker. 

児童ｂ: Oh, nice! 

児童ｈ: What do you want? 

児童ｂ: I want new game, Pokemon. 

児童ｈ: Wow, very good! 

児童ｂと児童ｈとのやり取り 

児童ｂは，③振り返る場面において，ＯＫマップ

を見て感想を伝える表現を確認し，声に出して練習

していた。そして，④もう一度やってみる場面で表

現することができていた。これは，①見通す場面の

デモンストレーションにおいて相手の言ったことに

対して反応する様子を見せることで既習表現を想起

することができたり，⑤もう一度振り返る場面にお

いて，振り返りにおいて反応することを意識させた

りすることができたためと考える。 

 さらに，児童ｉは，②やってみる場面において，

「プレッツェルがおいしい」を英語でどう表現すれ

ばよいか分から ず，「プレッツェル delicious.」と

表現し，③振り返る場面において，友だちと考え，

指導者に尋ねていた。そして，指導者に「Pretzel is 

delicious.」と表現することを教わると，口慣らしの

時間に何度も声に出して練習し，④もう一度やって

みる場面において伝えることができていた。これ

は，口慣らしの時間を設定し，考えたり教わったり

した表現を何度も声に出して練習できたことで表現

に慣れたためと考える。また，上手く伝えることが

できなかったことを友だち同士で相談し合うこと

は，③振り返る場面での時間短縮にもつながった。 

したがって，ＯＫマップを用いたSmall Talkを行

うことで，実際のコミュニケーションにおいて活用

できる基礎的な技能を身に付けさせることにつなが

ったと考える。 

 

Ⅹ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

伝えたいことを英語表現に結び付けるＯＫマップ

を用いたSmall Talkを行うことで，実際のコミュニ

ケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に

付けさせることができると分かった。そして，ＯＫ

マップを用いることで，伝えたいことをどの既習表

現を活用して伝えるかを児童に考えさせることがで

き，主体的に英語表現を学ぼうとする意欲を高める

ことにもつながった。本研究を通して明らかになっ

たSmall Talkを行う際とＯＫマップを作成する際の

留意点を示す。 

(1)  Small Talkを行う際の留意点 

ア 単元の最終言語活動を見通してSmall Talkの計

画を立てる 

 Small Talkの計画を行う際には，まず，既習表現

を交えて行う単元の最終言語活動をイメージする。

次に，単元の最終言語活動までに児童が既習表現を



- 14 - 

想起することができるよう，Small Talkを位置付け

る。そして，Small Talkを行う目的や場面，状況を

考える。 

イ 目的を明確にし，児童と共有する 

 既習表現を活用することが目的とならないよう，

児童がコミュニケーションの目的や場面，状況など

に応じて，伝えたいことをどの既習表現を活用して

伝えるかを思考・判断しながら表現することができ

るように，「何のためにやり取りを行うのか」を明

確にし，児童と共有する。 

ウ デモンストレーションを工夫する 

 ①見通す場面のデモンストレーションを行う際に

は，英語表現が分からないときにも，指導者が何と

かして伝えようとしている様子を見せるようにす

る。その際，ジェスチャーを使ったり，絵を描いた

り，外来語から英語表現を想像しながら話したりす

る様子を見せる。また，相手の話を聞いて反応した

り質問したりしている様子を見せる際には，まず

は，相手の言ったことを繰り返したり，一言感想を

述べたりすることを見せ，児童が反応することに慣

れてきたら，相手の言ったことに対して質問する様

子を見せる。 

エ 口慣らしの時間を設定する 

 新たに考えたり，教わったりした表現を，もう一

度やってみる場面において伝えることができるよ

う，何度も声に出して練習する時間を設定する。 

(2) ＯＫマップを作成する際の留意点 

ＯＫマップを作成する際には，「児童に伝えたい

ことをもたせる」「伝えたいことを英語表現に結び

付くよう近い内容に置き換えたり，２文にして言い

換えたりして整理させる」「英語表現に結び付ける

ために必要な既習表現を示す」の三つの視点を入れ

るとよい。 

また，一年間の研究を通して，児童のＯＫマップ

の使い方が変化していることが分かったため，次の

ように工夫することもできる。 

児童は，伝えたいことを，英語で表現できないこ

とがあっても，既習表現を活用できそうな近い内容

に置き換えたり，２文に分けて言い換えたりすれば

表現できることが分かると，ＯＫマップを用いて整

理することなく，英語表現に結び付くように考える

ことができるようになった。そのため，伝えたいこ

とを書き出す部分については，ＯＫマップではなく

授業の振り返りシート等に書かせることにより，時

間の削減もできると考える。 

また，Small Talkを繰り返すことで，既習表現が

定着するようになると，児童がＯＫマップに示して

ほしいと望む英語表現が変わっていった。そのた

め，既習表現を示す部分については，児童の実態に

合わせて，示す英語表現を変えていく必要がある。

ＯＫマップに示した既習表現が定着し，活用できる

ようになると，既習表現を削除して，単元で学んだ

新出表現や相手の言ったことに対して反応したり質

問したりするための表現を示すことも考えられる。 

そして，最終的には，ＯＫマップを用いることな

くやり取りができるようにしていく。 

 

２ 研究の課題 

児童の実態に合わせてＯＫマップに示す内容を検

討する必要がある。今後も実践を重ね，個々の児童

にとって必要な内容が示されているＯＫマップにな

るよう，児童の実態に合わせたＯＫマップを作成し

ていく。また，本研究では第６学年のSmall Talkを

扱ったが，第５学年のSmall Talkでも活用できるＯ

Ｋマップを作成し活用していく。 
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